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日時・プログラム1 .日時 ・プログラム

8 Fl 5 日（火）
10:00～12:00 講義 「電子をあやつる：エレクトロニクスの過去・現在・未来j

大阪大学大学院理学研究科教授小林即ト

撚常電話やパソコンなど、 "fiU ：：.ちの身のまわりには、たくさんの電子機器があります。これらは、高度なエ

レクトロニクス技術を駆使して作られています。このような技術はどうやって開発されてきたのでしょう

かつエレクトロニクスの発展の歴史を振り返ってみると、私たち人類が、どのように「電子をあやつる」技

術を身につけてきたのか、よく分かります。さらに、近年、ナノテクノロジーの進展にともない、極小の電

子回路を用いた新しいエレクトロニクス樹村の研ラ初t進んでいます。例えば、電子を一個ずつ操る胸中内、

電子を波として扱う出荷；などが開発されています。今回の講義では、エレクトロニクスの歴史、ナノテクノ

ロジ一、そして最新の研究成果まで、ご紹介します。

13：・30～17:30

13:30～14：・00
14：・00～14:30
14:30～15:00 
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8 Fl 6 毘｛水）

10:00～12:00 

13・：30～15:30

高大連携企画セミナー「物理と言語活動J

国語力・文章作成能力について高校と大学の立場からE議論していただきます

言誘活動というテーマについて 大阪大学大学院基礎工学研究科教綬関山明

大学で身につけて欲しいこと 大阪大学理事副学長東島清

全学出動体制を同指したアカデミック・ライティング指導と教材作成

大阪大学全学教育推進機構准教授堀一成

休憩

物理学実験の現場から 大阪大学大学院理学研鮪1 助教中野副二

大阪府立池田高校教諭筒井和幸i荷役物理の学留古車題に関する意識調査

物理語と日本語

参加者全員による討論

懇親会

基礎工学研究科布移E室訪問

四天王寺高等学校・中学校教諭川内正

9つの研究室の中から2つの研究室を見学していただきます。

（！）低温物理学が拓く超伝導研究の過去・現在・未来（北開研）

(2）ダイヤモンドを用いた新しいエレクトロニクス（鈴木研）

(3）最先端レーザー分光テラヘルツ波とナノフォトニクス（芦田研）

(4）分子ナノ技術分子を用いたエレクトロニクスー（多聞研）

(5）物質中の原子配列を見るX線回折（オミ村研）

(6）光電子分光法：光を使って物質中の電子を直接観測する（関山脈

(7) 極限状態下の物質の世界 (i 斉水研）

(8）計算機ナノマテリアJL デザインと実証（吉田研）

（日）童子力学の根源と澄子コンビューター（井元研）

講義 「素粒子物理についての模擬授乳

大阪大学大学続理学研究科教授橋本幸士

大阪大学では、全学部の一年生向けに「先端教養科目と越した討議を開催している。

物理学専攻教員が本年度行ったオム：：：J'iス形式の先端教養科同「ウロボロスの蛇が諮る

森羅万象の科学Jの第一宙開の講義を、そのまま (I 隠深が阪大の一年生であると仮想泊

に考えて）お届けしたい。


